
(57)【要約】

【課題】レーザーを利用してスクライブラインと重なる

シールラインを予め除去することで、スクライブライン

の形成時、切断ホイールの進行を円滑にしてパネル不良

を減少させた液晶表示パネルの切断方法を提供する。

【解決手段】第１、第２母基板を提供する段階と、前記

第１、第２母基板にスクライブラインを形成する段階と

、前記第１、第２母基板の何れか一つの基板に形成され

ているシールラインと前記スクライブラインとが重なる

部分のシールラインを除去する段階と、前記スクライブ

ラインに沿って、第１、第２母基板を複数の単位液晶表

示パネルに分離する段階と、を含んで液晶表示パネルを

切断する。

【選択図】図２a
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 を 提 供 す る 段 階 と 、
　 前 記 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 に ス ク ラ イ ブ ラ イ ン を 形 成 す る 段 階 と 、
　 前 記 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 の 何 れ か 一 つ の 基 板 に 形 成 さ れ て い る シ ー ル ラ イ ン と 前 記 ス ク ラ
イ ブ ラ イ ン と が 重 な る 部 分 の シ ー ル ラ イ ン を 除 去 す る 段 階 と 、
　 前 記 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン に 沿 っ て 、 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 を 複 数 の 単 位 液 晶 表 示 パ ネ ル に 分 離
す る 段 階 と 、
　 を 含 む 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 シ ー ル ラ イ ン を 除 去 す る 段 階 は 、 前 記 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン と 重 な る 部 分 の シ ー ル ラ イ
ン を 、 レ ー ザ ー を 利 用 し て 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切
断 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 を 提 供 す る 段 階 は 、
　 前 記 第 １ 母 基 板 上 に 複 数 の カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 を 形 成 す る 段 階 と 、
　 前 記 第 ２ 母 基 板 上 に 複 数 の ア レ イ 基 板 を 形 成 す る 段 階 と 、
　 前 記 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 の 何 れ か 一 つ の 基 板 上 に シ ー ラ ン ト か ら な る シ ー ル ラ イ ン を 形 成
す る 段 階 と 、
　 前 記 シ ー ル ラ イ ン を 硬 化 さ せ て 前 記 第 １ 母 基 板 と 第 ２ 母 基 板 と を 合 着 す る 段 階 と 、
　 を 含 ん で な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン は 、 切 断 ホ イ ー ル を 利 用 し て 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 切 断 ホ イ ー ル は 、 ダ イ ヤ モ ン ド か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 液 晶 表 示
パ ネ ル の 切 断 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 レ ー ザ ー は 、 前 記 切 断 ホ イ ー ル の 前 方 に 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４
記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン は 、 少 な く と も 二 つ の 切 断 ホ イ ー ル を 利 用 し て 形 成 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 切 断 ホ イ ー ル は 、 ダ イ ヤ モ ン ド か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 液 晶 表 示
パ ネ ル の 切 断 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 レ ー ザ ー は 、 前 記 一 つ の 切 断 ホ イ ー ル の 前 方 に 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ７ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 第 １ 母 基 板 と 第 ２ 母 基 板 と を 互 い に 合 着 す る 段 階 と 、
　 前 記 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 間 の シ ー ル ラ イ ン と １ 次 切 断 予 定 線 と が 重 な る 部 分 で は 、 前 記 シ
ー ル ラ イ ン を 除 去 し た 後 に 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 上 に １ 次 切 断 予 定 線 を 形 成 す る 段 階 と
、
　 前 記 シ ー ル ラ イ ン と ２ 次 切 断 予 定 線 と が 重 な る 部 分 で は 、 前 記 シ ー ル ラ イ ン を 除 去 し た
後 に 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 上 に ２ 次 切 断 予 定 線 を 形 成 す る 段 階 と 、
　 を 含 む 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 複 数 の 単 位 液 晶 表 示 パ ネ ル を 形 成 す る た め に 、 前 記 １ 次 切 断 予 定 線 の 少 な く と も 一 部 分
に ロ ー ル を 通 し て 圧 力 を 印 加 し て 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 を 切 削 す る 段 階 を さ ら に 含 む こ
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と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 複 数 の 単 位 液 晶 表 示 パ ネ ル を 形 成 す る た め に 、 前 記 ２ 次 切 断 予 定 線 の 少 な く と も 一 部 分
に ロ ー ル を 通 し て 圧 力 を 印 加 し て 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 を 切 削 す る 段 階 を さ ら に 含 む こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 シ ー ル ラ イ ン は 、 レ ー ザ ー を 利 用 し て 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の
液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 １ 次 切 断 予 定 線 及 び ２ 次 切 断 予 定 線 は 、 少 な く と も 二 つ の 切 断 ホ イ ー ル を 利 用 し て
実 質 的 に 同 時 に 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 １ 次 切 断 予 定 線 及 び ２ 次 切 断 予 定 線 は 、 そ れ ぞ れ 第 １ 母 基 板 及 び 第 ２ 母 基 板 の 外 郭
表 面 上 に 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 に 関 し 、 よ り 詳 し く は 、 レ ー ザ ー を 利 用 し て ス ク
ラ イ ブ ラ イ ン と シ ー ル ラ イ ン と が 重 な る 部 分 か ら 前 記 シ ー ル ラ イ ン を 予 め 除 去 す る こ と で
、 切 断 ホ イ ー ル の 進 行 を 円 滑 に し て パ ネ ル 不 良 を 減 少 さ せ た 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 最 近 の 情 報 化 社 会 に お い て 、 デ ィ ス プ レ イ は 、 視 覚 情 報 伝 達 媒 体 と し て そ の 重 要 性 が よ
り 一 層 強 調 さ れ て お り 、 今 後 主 要 な 位 置 を 占 め る た め に は 、 低 消 費 電 力 化 、 薄 型 化 、 軽 量
化 、 高 画 質 化 な ど の 要 件 を 満 た さ な け れ ば な ら な い 。 現 在 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ
(FPD)の 主 力 製 品 の 液 晶 表 示 装 置 (LCD)は 、 デ ィ ス プ レ イ の こ の よ う な 条 件 を 満 足 す る 性 能
だ け で な く 量 産 性 ま で 備 え て い る た め 、 こ れ を 利 用 し た 各 種 新 製 品 の 創 出 が 急 速 に 行 わ れ
て お り 、 既 存 の ブ ラ ウ ン 管 (CRT)を 漸 進 的 に 代 替 す る こ と が で き る 核 心 部 品 産 業 と し て 定
着 し た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 に 、 液 晶 表 示 装 置 は 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 各 液 晶 セ ル に 画 像 情 報 に よ る デ
ー タ 信 号 を 個 別 的 に 供 給 し て 、 こ れ ら の 液 晶 セ ル の 光 透 過 率 を 調 節 す る こ と で 、 所 望 の 画
像 を 表 示 で き る よ う に し た 表 示 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の た め に 、 前 記 液 晶 表 示 装 置 は 、 駆 動 回 路 ユ ニ ッ ト を 含 ん で 映 像 を 出 力 す る 液 晶 表 示
パ ネ ル と 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 下 部 に 設 置 さ れ て 液 晶 表 示 パ ネ ル に 光 を 放 出 す る バ ッ ク
ラ イ ト ユ ニ ッ ト と 、 前 記 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト と 液 晶 表 示 パ ネ ル と を 結 合 さ せ て 支 持 す る
ケ ー ス と 、 を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 下 、 図 ４ を 参 照 し て 液 晶 表 示 パ ネ ル に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 ４ は 、 従 来 技 術 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 構 造 を 概 略 的 に 示 す 平 面 図 で あ る 。
　 図 に 示 す よ う に 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 大 き く ア レ イ 基 板 ２ ０ と 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基
板 ３ ０ と 、 前 記 ア レ イ 基 板 ２ ０ と カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ３ ０ 間 に 形 成 さ れ た 液 晶 層 (図 示 せ
ず )と 、 か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 ア レ イ 基 板 ２ ０ は 、 前 記 基 板 ２ ０ 上 に 縦 横 に 配 列 さ れ て 複 数 の 画 素 領 域 を 定 義 す る
複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン ２ １ 及 び デ ー タ ラ イ ン ２ ２ と 、 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン ２ １ と デ ー タ ラ イ ン
２ ２ の 交 差 領 域 に 形 成 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ (TFT)(図 示 せ ず )と 、
前 記 画 素 領 域 に 形 成 さ れ た 画 素 電 極 (図 示 せ ず )と 、 か ら 構 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 前 記 ア レ イ 基 板 ２ ０ の 一 側 長 辺 及 び 一 側 短 辺 は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ３ ０ に 比 べ
て 突 出 し 、 液 晶 表 示 パ ネ ル を 駆 動 す る た め の 駆 動 回 路 部 が 位 置 し 、 特 に 、 前 記 ア レ イ 基 板
２ ０ の 突 出 さ れ た 一 側 短 辺 に は ゲ ー ト パ ッ ド 部 ２ ４ が 形 成 さ れ 、 突 出 さ れ た 一 側 長 辺 に は
デ ー タ パ ッ ド 部 ２ ３ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の と き 、 前 記 ゲ ー ト パ ッ ド 部 ２ ４ は 、 ゲ ー ト 駆 動 回 路 部 (図 示 せ ず )か ら 供 給 さ れ る 走
査 信 号 を 画 像 表 示 領 域 ２ ５ で あ る 画 素 部 の 各 画 素 領 域 の ゲ ー ト ラ イ ン ２ １ に 供 給 し 、 前 記
デ ー タ パ ッ ド 部 ２ ３ は 、 デ ー タ 駆 動 回 路 部 (図 示 せ ず )か ら 供 給 さ れ る 画 像 情 報 を 画 素 領 域
の デ ー タ ラ イ ン ２ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 方 、 図 に 示 し て い な い が 、 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ３ ０ の 画 像 表 示 領 域 ２ ５ に は 、 カ
ラ ー を 実 現 す る カ ラ ー フ ィ ル タ と 、 前 記 ア レ イ 基 板 ２ ０ に 形 成 さ れ た 画 素 電 極 の 対 向 電 極
で あ る 共 通 電 極 と 、 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 前 記 ア レ イ 基 板 ２ ０ と カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ３ ０ と は 、 ス ペ ー サ (
図 示 せ ず )に よ り 所 定 間 隔 離 隔 す る よ う に セ ル ギ ャ ッ プ が 設 け ら れ 、 前 記 画 像 表 示 領 域 ２
５ の 外 郭 に 形 成 さ れ た シ ー ル パ タ ー ン ４ ０ に よ り 合 着 さ れ て 、 単 位 液 晶 表 示 パ ネ ル を な す
。 こ の と き 、 両 基 板 ２ ０ 、 ３ ０ の 合 着 は 、 前 記 ア レ イ 基 板 ２ ０ ま た は カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板
３ ０ に 形 成 さ れ た 合 着 キ ー (図 示 せ ず )に よ り 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 方 、 前 述 し た よ う な 単 位 液 晶 表 示 パ ネ ル の 製 作 に お い て 、 収 率 を 向 上 さ せ る た め に 、
大 面 積 の 母 基 板 に 複 数 の 単 位 液 晶 表 示 パ ネ ル を 同 時 に 形 成 す る 方 式 が 一 般 的 に 適 用 さ れ て
い る 。 従 っ て 、 複 数 の 液 晶 表 示 パ ネ ル が 製 作 さ れ た 母 基 板 を 切 断 及 び 加 工 し て 、 大 面 積 の
母 基 板 か ら 単 位 液 晶 表 示 パ ネ ル を 分 離 す る 工 程 が 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ５ は 、 前 述 し た よ う な 複 数 の カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 が 形 成 さ れ た 第 １ 母 基 板 と 複 数 の ア
レ イ 基 板 が 形 成 さ れ た 第 ２ 母 基 板 と が 合 着 さ れ て 複 数 の 単 位 液 晶 表 示 パ ネ ル を な す 断 面 構
造 を 示 す 例 示 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 に 示 す よ う に 、 複 数 の 単 位 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 ア レ イ 基 板 １ ２ ０ の 一 側 が カ ラ ー フ ィ
ル タ 基 板 １ ３ ０ に 比 べ て 突 出 形 成 さ れ る 。 こ れ は 、 前 記 図 ４ を 参 照 し て 説 明 し た よ う に 、
前 記 ア レ イ 基 板 １ ２ ０ の カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 １ ３ ０ と 重 な ら な い 縁 領 域 に ゲ ー ト パ ッ ド 部
及 び デ ー タ パ ッ ド 部 が 形 成 さ れ る た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 従 っ て 、 第 １ 母 基 板 １ ０ ０ Aに 形 成 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 １ ３ ０ は 、 第 ２ 母 基 板 １
０ ０ Bに 形 成 さ れ た ア レ イ 基 板 １ ２ ０ が 突 出 し た 面 積 に 該 当 す る 第 １ ダ ミ ー 領 域 １ ５ ０ Aだ
け 離 隔 し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 各 単 位 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 １ ０ ０ A、 １ ０ ０ Bを 最 大 限 利 用 で き
る よ う に 適 宜 配 置 さ れ 、 モ デ ル に よ っ て 異 な る が 、 一 般 に 、 単 位 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 第 ２
ダ ミ ー 領 域 １ ５ ０ Bだ け 離 隔 し て 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 １ ０ ０ A、 １ ０ ０ Bの 縁
に は 、 工 程 マ ー ジ ン の た め の 第 ３ ダ ミ ー 領 域 １ ５ ０ Cが 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 複 数 の ア レ イ 基 板 １ ２ ０ が 形 成 さ れ た 第 ２ 母 基 板 １ ０ ０ Bと 複 数 の カ ラ ー フ ィ ル タ
基 板 １ ３ ０ が 形 成 さ れ た 第 １ 母 基 板 １ ０ ０ Aと を 合 着 し た 後 は 、 ス ク ラ イ ブ 工 程 及 び ブ レ
ー ク 工 程 (こ れ ら の ス ク ラ イ ブ 工 程 と ブ レ ー ク 工 程 と を 合 わ せ て 切 断 工 程 と い う )を 通 し て
複 数 の 液 晶 表 示 パ ネ ル を 個 別 的 に 切 断 す る が 、 こ の と き 、 前 記 第 １ 母 基 板 １ ０ ０ Aの カ ラ
ー フ ィ ル タ 基 板 １ ３ ０ が 離 隔 し た 領 域 に 形 成 さ れ た 第 １ ダ ミ ー 領 域 １ ５ ０ Aと 、 単 位 液 晶
表 示 パ ネ ル を 離 隔 さ せ る 第 ２ ダ ミ ー 領 域 １ ５ ０ B及 び 第 ３ ダ ミ ー 領 域 １ ５ ０ Cが 同 時 に 除 去
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さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 一 方 、 前 記 単 位 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 は 、 ガ ラ ス に 比 べ て 硬 度 の 高 い ダ イ ヤ モ ン ド 材 の
ペ ン で 母 基 板 １ ０ ０ A、 １ ０ ０ Bの 表 面 に 切 断 予 定 線 を 形 成 す る ス ク ラ イ ブ 工 程 、 及 び 機 械
的 な 力 を 加 え て 切 断 す る ブ レ ー ク 工 程 を 通 し て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 従 来 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 に お い て 、 ス ク ラ イ ブ 工 程 や ブ
レ ー ク 工 程 中 に 、 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン (即 ち 、 前 記 切 断 予 定 線 )が シ ー ル ラ イ ン を 経 由 す る シ
ー ル パ タ ー ン 部 で は 切 断 工 程 が 円 滑 に 行 わ れ な い が 、 こ れ を 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ６ は 、 従 来 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 に よ る シ ー ル パ タ ー ン 部 の ス ク ラ イ ブ 工 程 を
概 略 的 に 示 す 例 示 図 で あ る 。
　 図 に 示 す よ う に 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 が 形 成 さ れ た 第 １ 母 基 板 １ ０ ０ Aと ア レ イ 基 板 が
形 成 さ れ た 第 ２ 母 基 板 １ ０ ０ Bと が 対 向 合 着 さ れ て 、 単 位 液 晶 表 示 パ ネ ル を な す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の と き 、 説 明 の 便 宜 上 、 図 に は シ ー ル ラ イ ン １ ４ ０ が 図 の 左 右 方 向 に 長 く 形 成 さ れ て
い る シ ー ル パ タ ー ン 部 を 、 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン が 図 の 前 後 方 向 に 交 差 し て 経 由 す る こ と を 例
に 挙 げ て 示 し て い る が 、 前 述 し た 従 来 の 切 断 方 法 に よ り 前 記 第 １ 母 基 板 １ ０ ０ Aま た は 第
２ 母 基 板 １ ０ ０ Bに 切 断 ホ イ ー ル １ ６ ０ を 使 用 し て ス ク ラ イ ブ ラ イ ン を 形 成 す る 過 程 で 、
前 記 切 断 ホ イ ー ル １ ６ ０ が シ ー ラ ン ト か ら な る 前 記 シ ー ル パ タ ー ン 部 を 垂 直 に 経 由 す る よ
う に な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う な 従 来 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 に お い て は 、 前 記 シ ー ル ラ イ ン １ ４ ０ と ス
ク ラ イ ブ ラ イ ン と が 重 な る シ ー ル パ タ ー ン 部 で 切 断 不 良 が 発 生 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 即 ち 、 前 記 切 断 ホ イ ー ル １ ６ ０ は 、 第 １ 母 基 板 １ ０ ０ Aに 切 断 の た め の ス ク ラ イ ブ ラ イ
ン を 形 成 す る が 、 前 記 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン と シ ー ル ラ イ ン と が 重 な る 部 分 で は 、 ブ レ ー ク 工
程 を 進 行 す る 過 程 で 不 要 な 垂 直 ク ラ ッ ク ま た は 水 平 ク ラ ッ ク が 発 生 す る よ う に な る 。 そ の
結 果 、 基 板 が 正 確 に 切 断 さ れ な い か 、 ま た は 切 断 面 が 荒 く な る の で 、 前 記 基 板 を 廃 棄 し な
け れ ば な ら な い と い う 問 題 点 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め の も の で 、 レ ー ザ ー を 利 用 し て ス ク ラ イ ブ ラ
イ ン と 重 な る シ ー ル ラ イ ン を 予 め 除 去 す る こ と で 、 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン の 形 成 時 、 切 断 ホ イ
ー ル の 進 行 を 円 滑 に し て パ ネ ル 不 良 を 減 少 さ せ た 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 を 提 供 す る こ
と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 は 、 第 １ 、 第
２ 母 基 板 を 提 供 す る 段 階 と 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 に ス ク ラ イ ブ ラ イ ン を 形 成 す る 段 階 と
、 前 記 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 の 何 れ か 一 つ の 基 板 に 形 成 さ れ て い る シ ー ル ラ イ ン と 前 記 ス ク ラ
イ ブ ラ イ ン と が 重 な る 部 分 の シ ー ル ラ イ ン を 除 去 す る 段 階 と 、 前 記 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン に 沿
っ て 、 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 を 複 数 の 単 位 液 晶 表 示 パ ネ ル に 分 離 す る 段 階 と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 本 発 明 に 係 る 他 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 は 、 第 １ 母 基 板 と 第 ２ 母 基 板 と を
互 い に 合 着 す る 段 階 と 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 間 の シ ー ル ラ イ ン と １ 次 切 断 予 定 線 と が 重
な る 部 分 で は 、 前 記 シ ー ル ラ イ ン を 除 去 し た 後 に 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 上 に １ 次 切 断 予
定 線 を 形 成 す る 段 階 と 、 前 記 シ ー ル ラ イ ン と ２ 次 切 断 予 定 線 と が 重 な る 部 分 で は 、 前 記 シ
ー ル ラ イ ン を 除 去 し た 後 に 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 上 に ２ 次 切 断 予 定 線 を 形 成 す る 段 階 と
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、 を 含 む 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 は 、 レ ー ザ ー を 利 用 し て シ ー ル ラ イ ン を 予 め 除
去 す る こ と で 、 所 望 の ス ク ラ イ ブ ラ イ ン を 形 成 し て 切 断 不 良 を 減 少 さ せ る と い う 効 果 が あ
る 。
　 ま た 、 前 記 レ ー ザ ー に よ り 、 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン と 重 な る シ ー ル ラ イ ン 部 分 の み が 除 去 さ
れ 、 残 り 部 分 は ガ イ ド の 役 割 を す る こ と で 、 基 板 の 切 断 が 容 易 に な る と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 図 面 を 参
照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 単 位 液 晶 表 示 パ ネ ル の 製 作 に お い て 、 収 率 を 向 上 さ せ る た め に 、 大 面 積 の 母 基 板 に 複 数
の 単 位 液 晶 表 示 パ ネ ル を 同 時 に 形 成 す る 方 式 が 一 般 的 に 適 用 さ れ て い る 。 従 っ て 、 複 数 の
液 晶 表 示 パ ネ ル が 製 作 さ れ た 母 基 板 を 切 断 及 び 加 工 し て 、 大 面 積 の 母 基 板 か ら 単 位 液 晶 表
示 パ ネ ル を 分 離 す る 工 程 が 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ は 、 前 述 し た 大 面 積 の 母 基 板 に 複 数 の 単 位 液 晶 表 示 パ ネ ル が 製 作 さ れ る 例 を 示 す 図
で あ っ て 、 第 １ 母 基 板 と 第 ２ 母 基 板 と が シ ー ル パ タ ー ン に よ り 合 着 さ れ て 複 数 の 液 晶 表 示
パ ネ ル を な す 構 造 を 概 略 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 に 示 す よ う に 、 複 数 の カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 が 形 成 さ れ て い る 第 １ 母 基 板 ２ ０ ０ Aと 複
数 の ア レ イ 基 板 が 形 成 さ れ て い る 第 ２ 母 基 板 ２ ０ ０ Bと が 、 シ ー ル パ タ ー ン ２ ４ ０ A、 ２ ４
０ Bに よ り 対 向 合 着 さ れ て 、 複 数 の 単 位 液 晶 表 示 パ ネ ル ２ １ ０ を な す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の と き 、 前 記 合 着 さ れ た 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 ２ ０ ０ A、 ２ ０ ０ B間 に 形 成 さ れ た 液 晶 層 (
図 示 せ ず )は 、 既 存 の 液 晶 注 入 方 法 と 液 晶 滴 下 方 法 に よ り 形 成 す る こ と が で き 、 現 在 は 、
大 型 モ デ ル に な る に つ れ て 、 液 晶 層 形 成 時 間 を 短 縮 す る た め に 、 前 記 液 晶 滴 下 方 法 に よ り
液 晶 層 を 形 成 し 、 こ の と き 、 シ ー ル パ タ ー ン ２ ４ ０ Aは 、 画 像 表 示 領 域 を 取 り 囲 む 閉 鎖 さ
れ た 形 状 に 形 成 す る こ と が で き る 。 し か し 、 既 存 の よ う に 液 晶 注 入 口 を 含 む 形 状 に 形 成 す
る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 前 記 シ ー ル パ タ ー ン ２ ４ ０ Aと 液 晶 層 と を 同 一 基 板 に 形 成 す る こ と も で き 、 そ れ
ぞ れ 別 の 基 板 に 形 成 す る こ と も で き る 。 例 え ば 、 液 晶 層 は ア レ イ 基 板 に 滴 下 し 、 シ ー ル パ
タ ー ン ２ ４ ０ Aは カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 に 形 成 す る こ と が で き 、 逆 に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の と き 、 前 記 シ ー ル パ タ ー ン ２ ４ ０ Aは 、 第 １ 母 基 板 ２ ０ ０ Aに 形 成 さ れ た カ ラ ー フ ィ
ル タ 基 板 と 第 ２ 母 基 板 ２ ０ ０ Bに 形 成 さ れ た ア レ イ 基 板 間 に 所 定 の セ ル ギ ャ ッ プ が 形 成 さ
れ る よ う に 、 前 記 両 母 基 板 ２ ０ ０ A、 ２ ０ ０ B間 の 所 定 領 域 (即 ち 、 単 位 液 晶 表 示 パ ネ ル ２
１ ０ の 画 像 表 示 領 域 の 外 郭 部 )に 形 成 し 、 前 記 シ ー ル パ タ ー ン ２ ４ ０ Bは 、 前 記 第 １ 母 基 板
２ ０ ０ Aと 第 ２ 母 基 板 ２ ０ ０ Bと の 合 着 時 に ね じ れ を 防 止 し 、 真 空 合 着 時 に 真 空 や 圧 力 を 維
持 し 、 前 記 シ ー ル パ タ ー ン ２ ４ ０ Aを 保 護 す る た め に 、 前 記 少 な く と も 一 つ の 母 基 板 ２ ０
０ A、 ２ ０ ０ Bの 縁 領 域 な ど に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 前 記 シ ー ル パ タ ー ン ２ ４ ０ A、 ２ ４ ０ Bは 、 紫 外 線 硬 化 性 シ ー ラ ン ト 、 熱 硬 化 性 シ
ー ラ ン ト 、 ま た は 、 紫 外 線 硬 化 性 シ ー ラ ン ト と 熱 硬 化 性 シ ー ラ ン ト と が 混 合 さ れ た シ ー ラ
ン ト を 使 用 し て 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ し て 、 こ の よ う に 第 １ 母 基 板 ２ ０ ０ Aと 第 ２ 母 基 板 ２ ０ ０ Bと が 合 着 さ れ た 後 は 、 ス ク
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ラ イ ブ 工 程 及 び ブ レ ー ク 工 程 (こ れ ら の ス ク ラ イ ブ 工 程 と ブ レ ー ク 工 程 と を 合 わ せ て 切 断
工 程 と い う )を 通 し て 、 複 数 の 単 位 液 晶 表 示 パ ネ ル ２ １ ０ に 分 離 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の と き 、 既 存 の 切 断 過 程 に お い て は 、 一 つ の ホ イ ー ル を 使 用 し て ス ク ラ イ ブ 工 程 を 進
行 す る こ と に よ り 、 ス ク ラ イ ブ 工 程 及 び ブ レ ー ク 工 程 が 、 例 え ば 、 そ れ ぞ れ ４ 回 ず つ 必 要
と さ れ る の で 、 生 産 効 率 が 低 下 す る と い う 問 題 点 が あ っ た 。 そ こ で 、 こ れ を 改 善 す る た め
に 、 上 下 二 つ の ホ イ ー ル を 使 用 し て ス ク ラ イ ブ 工 程 及 び ブ レ ー ク 工 程 を 同 時 に 行 う 方 法 が
提 案 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 即 ち 、 前 記 第 １ 母 基 板 ２ ０ ０ Aま た は 第 ２ 母 基 板 ２ ０ ０ Bに 切 断 ホ イ ー ル (図 示 せ ず )を 使
用 し て ス ク ラ イ ブ ラ イ ン ２ ９ ０ を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 前 記 母 基 板 ２ ０ ０ A、 ２ ０ ０ Bを
複 数 の 単 位 液 晶 表 示 パ ネ ル ２ １ ０ に 分 離 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の と き 、 前 記 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン ２ ９ ０ が 母 基 板 の 縁 に 形 成 さ れ て い る シ ー ル パ タ ー ン
２ ４ ０ B部 を 経 由 す る A部 分 な ど で は 、 前 述 し た よ う な 切 断 不 良 が 発 生 す る よ う に な る 。 即
ち 、 前 記 シ ー ル パ タ ー ン ２ ４ ０ B部 は 切 断 工 程 前 に 硬 化 す る の で 、 前 記 シ ー ル パ タ ー ン ２
４ ０ B部 を 経 由 す る ス ク ラ イ ブ ラ イ ン ２ ９ ０ に 沿 っ て 切 断 す る こ と は 難 し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 に お い て は 、 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン が シ ー ル ラ イ ン と 重 な る シ ー ル パ タ ー ン
部 で は 、 レ ー ザ ー を 利 用 し て 前 記 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン と 重 な る シ ー ル ラ イ ン を 予 め 除 去 す る
こ と で 、 パ ネ ル 不 良 を 減 少 さ せ た 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 を 、 前 記 図 １ の A部 分 を 例 に 挙 げ て 説 明
す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ２ aは 、 図 １ の A部 分 に お い て 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 に よ る シ ー ル
パ タ ー ン 部 の ス ク ラ イ ブ 工 程 を 概 略 的 に 示 す 例 示 図 で 、 図 ２ bは 、 図 ２ aに 示 す 本 発 明 に 係
る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 に よ り ス ク ラ イ ブ ラ イ ン と 重 な る シ ー ル ラ イ ン が 除 去 さ れ た
状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 に 示 す よ う に 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 が 形 成 さ れ た 第 １ 母 基 板 ２ ０ ０ Aと ア レ イ 基 板 が
形 成 さ れ た 第 ２ 母 基 板 ２ ０ ０ Bと が 対 向 合 着 さ れ て 、 単 位 液 晶 表 示 パ ネ ル ２ １ ０ を な す 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の と き 、 前 記 第 １ 母 基 板 ２ ０ ０ Aと 第 ２ 母 基 板 ２ ０ ０ Bと の 間 、 詳 し く は 、 第 １ 母 基 板
２ ０ ０ Aに 形 成 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 と 第 ２ 母 基 板 ２ ０ ０ Bに 形 成 さ れ た ア レ イ 基 板 間
の 所 定 領 域 (即 ち 、 画 像 表 示 領 域 の 外 郭 部 )に は 、 シ ー ラ ン ト ２ ４ ０ か ら な る 第 １ シ ー ル パ
タ ー ン ２ ４ ０ Aが 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ 母 基 板 ２ ０ ０ A及 び 第 ２ 母 基 板 ２ ０ ０ Bの 縁 領 域 に は
、 前 記 両 母 基 板 ２ ０ ０ A、 ２ ０ ０ Bの 合 着 時 に ね じ れ を 防 止 し 、 真 空 合 着 時 に 真 空 や 圧 力 を
維 持 し 、 前 記 シ ー ル パ タ ー ン ２ ４ ０ Aを 保 護 す る た め の 第 ２ シ ー ル パ タ ー ン ２ ４ ０ Bが 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の と き 、 図 ２ bに お い て は 、 便 宜 上 、 前 記 第 １ シ ー ル パ タ ー ン ２ ４ ０ Aと 第 ２ シ ー ル パ
タ ー ン ２ ４ ０ Bと を 示 し て い る が 、 前 記 シ ー ル パ タ ー ン ２ ４ ０ A、 ２ ４ ０ Bは 、 第 １ 母 基 板
２ ０ ０ Aと 第 ２ 母 基 板 ２ ０ ０ B間 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 一 方 、 前 記 母 基 板 ２ ０ ０ A、 ２ ０ ０ Bの 切 断 の た め に 形 成 さ れ る ス ク ラ イ ブ ラ イ ン ２ ９ ０
は 、 前 記 第 ２ シ ー ル パ タ ー ン ２ ４ ０ Bが 形 成 さ れ て い る シ ー ル ラ イ ン を 経 由 す る が 、 こ の
と き 、 図 に 示 し て い な い が 、 切 断 ホ イ ー ル ２ ６ ０ の 前 方 (即 ち 、 前 記 切 断 ホ イ ー ル ２ ６ ０
の 進 行 経 路 の 前 方 )に レ ー ザ ー ２ ８ ０ 発 生 装 置 が 設 置 さ れ 、 前 記 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン ２ ９ ０
と 重 な る シ ー ラ ン ト ２ ４ ０ を 予 め 焼 い て 除 去 す る よ う に な る 。
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【 ０ ０ ４ ６ 】
　 即 ち 、 本 実 施 例 に お い て は 、 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン ２ ９ ０ と シ ー ル パ タ ー ン ２ ４ ０ Bと が 重
な る 部 分 の シ ー ラ ン ト ２ ４ ０ を 予 め レ ー ザ ー ２ ８ ０ で 焼 く こ と で 、 シ ー ル パ タ ー ン ２ ４ ０
A、 ２ ４ ０ Bの 形 成 有 無 に 関 係 な く 切 断 ホ イ ー ル ２ ６ ０ の 進 行 を 円 滑 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 前 記 シ ー ル パ タ ー ン ２ ４ ０ B部 は 、 焼 い た シ ー ラ ン ト ２ ４ ０ の み が 除 去 さ れ 、 残
り 部 分 は 進 行 ガ イ ド の 役 割 を す る こ と で 、 所 望 の ス ク ラ イ ブ ラ イ ン ２ ９ ０ を 形 成 で き る よ
う に な り 、 母 基 板 ２ ０ ０ A、 ２ ０ ０ Bを 容 易 に 切 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 一 方 、 図 ３ a～ 図 ３ fは 、 こ の よ う な 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 を 実 施 す る
た め の 順 次 工 程 を 示 す 例 示 図 で あ っ て 、 こ れ を 参 照 し て 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切
断 方 法 の 実 施 例 を よ り 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま ず 、 図 ３ aに 示 す よ う に 、 複 数 の ア レ イ 基 板 と 複 数 の カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 が 形 成 さ れ
て 互 い に 対 向 し て 合 着 さ れ た 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 ３ ０ ０ A、 ３ ０ ０ Bを 第 １ テ ー ブ ル ３ １ ５ A
に ロ ー デ ィ ン グ し た 後 、 整 列 マ ー ク ３ ０ ５ を 利 用 し て 整 列 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の と き 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 ３ ０ ０ A、 ３ ０ ０ Bは 、 複 数 の カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 が 形
成 さ れ た 第 ２ 母 基 板 ３ ０ ０ B上 に 複 数 の ア レ イ 基 板 が 形 成 さ れ た 第 １ 母 基 板 ３ ０ ０ Aを 積 層
し た 状 態 で ロ ー デ ィ ン グ す る こ と で 、 逆 に 積 層 し た 場 合 に 比 べ て 、 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 ３ ０
０ A、 ３ ０ ０ Bの 切 削 過 程 で 前 記 ア レ イ 基 板 や カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 に 加 え ら れ る 衝 撃 を 緩 和
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 次 い で 、 図 ３ bに 示 す よ う に 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 ３ ０ ０ A、 ３ ０ ０ Bを 第 １ テ ー ブ ル
３ １ ５ Aと 該 第 １ テ ー ブ ル ３ １ ５ Aか ら 所 定 間 隔 離 隔 し た 第 ２ テ ー ブ ル ３ １ ５ B間 に 跨 る よ
う に 予 め 設 定 さ れ た 距 離 だ け 移 動 さ せ 、 前 記 第 １ 、 第 ２ テ ー ブ ル ３ １ ５ A、 ３ １ ５ B間 の 離
隔 し た 空 間 で 、 第 １ 切 断 ホ イ ー ル ３ ６ ０ A及 び 第 ２ 切 断 ホ イ ー ル ３ ６ ０ Bに よ り 、 前 記 第 １
、 第 ２ 母 基 板 ３ ０ ０ A、 ３ ０ ０ Bの 表 面 に １ 次 切 断 予 定 線 ３ ９ ０ A、 ３ ９ ０ Bを 順 次 形 成 す る
。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 前 記 第 １ 母 基 板 ３ ０ ０ Aに 形 成 さ れ た ア レ イ 基 板 の 一 側 は 、 前 記 第 ２ 母 基 板 ３ ０ ０ Bに 形
成 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 対 応 す る 一 側 に 比 べ て 突 出 形 成 さ れ る 。 こ れ は 、 前 述 し た
よ う に 、 ア レ イ 基 板 の 左 右 方 向 の 一 側 に 形 成 さ れ る ゲ ー ト パ ッ ド 部 及 び 上 下 方 向 の 一 側 に
形 成 さ れ る デ ー タ パ ッ ド 部 に 起 因 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 従 っ て 、 前 記 ア レ イ 基 板 の 一 側 が カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 対 応 す る 一 側 に 比 べ て 突 出 さ れ
た 領 域 で は 、 前 記 第 １ 切 断 ホ イ ー ル ３ ６ ０ Aを 基 準 線 の 一 側 に 所 定 距 離 離 隔 さ せ て 、 第 １
母 基 板 ３ ０ ０ Aの 表 面 に １ 次 切 断 予 定 線 ３ ９ ０ Aを 形 成 し 、 前 記 第 ２ 切 断 ホ イ ー ル ３ ６ ０ B
を 基 準 線 か ら 第 １ 切 断 ホ イ ー ル ３ ６ ０ Aと 対 応 す る 逆 方 向 に 所 定 距 離 離 隔 さ せ て 、 第 ２ 母
基 板 ３ ０ ０ Bの 表 面 に １ 次 切 断 予 定 線 ３ ９ ０ Bを 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 一 方 、 前 記 ア レ イ 基 板 の ゲ ー ト パ ッ ド 部 ま た は デ ー タ パ ッ ド 部 が 形 成 さ れ な い 領 域 (即
ち 、 ア レ イ 基 板 が カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 に 比 べ て 突 出 さ れ て い な い 領 域 )で は 、 前 記 第 １ 切
断 ホ イ ー ル ３ ６ ０ Aと 第 ２ 切 断 ホ イ ー ル ３ ６ ０ Bと を 互 い に 一 致 す る よ う に 整 列 さ せ て 、 第
１ 、 第 ２ 母 基 板 ３ ０ ０ A、 ３ ０ ０ Bの 表 面 に そ れ ぞ れ １ 次 切 断 予 定 線 ３ ９ ０ A、 ３ ９ ０ Bを 形
成 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 一 方 、 前 述 し た よ う に 、 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン (即 ち 、 １ 次 切 断 予 定 線 ３ ９ ０ A、 ３ ９ ０ B)が
シ ー ル ラ イ ン (図 示 せ ず )と 交 差 し て 経 由 す る 場 合 (例 え ば 、 図 に 示 す よ う に 、 前 記 第 １ 、
第 ２ 切 断 ホ イ ー ル ３ ６ ０ A、 ３ ６ ０ Bが １ 次 切 断 予 定 線 ３ ９ ０ A、 ３ ９ ０ Bに 沿 っ て 第 １ 、 第

10

20

30

40

50

(8) JP 2005-165264 A 2005.6.23



２ 母 基 板 ３ ０ ０ A、 ３ ０ ０ Bの 前 後 端 部 に 形 成 さ れ て い る シ ー ル ラ イ ン を 経 由 す る 場 合 )は
、 前 記 １ 次 切 断 予 定 線 ３ ９ ０ A、 ３ ９ ０ Bと 重 な る シ ー ル ラ イ ン を レ ー ザ ー で 予 め 除 去 し た
後 に ス ク ラ イ ブ 工 程 を 進 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の と き 、 前 記 レ ー ザ ー は 、 シ ー ル ラ イ ン の シ ー ラ ン ト 以 外 の ガ ラ ス 材 か ら な る 第 １ 、
第 ２ 母 基 板 ３ ０ ０ A、 ３ ０ ０ Bな ど に は 影 響 を 及 ぼ さ な い 程 度 の エ ネ ル ギ ー を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の よ う に 、 １ 次 切 断 予 定 線 ３ ９ ０ A、 ３ ９ ０ Bと シ ー ル パ タ ー ン ２ ４ ０ Bと が 重 な る 部
分 の シ ー ラ ン ト を 予 め レ ー ザ ー で 焼 く こ と で 、 シ ー ル パ タ ー ン の 形 成 有 無 に 関 係 な く 第 １
、 第 ２ 切 断 ホ イ ー ル ３ ６ ０ A、 ３ ６ ０ Bの 進 行 を 円 滑 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 そ の 後 、 図 ３ cに 示 す よ う に 、 前 記 １ 次 切 断 予 定 線 ３ ９ ０ A、 ３ ９ ０ Bの 一 部 分 に ロ ー ル
３ ６ ５ を 通 し て 圧 力 を 印 加 し て 、 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 ３ ０ ０ A、 ３ ０ ０ Bを 順 次 切 削 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 前 記 ロ ー ル ３ ６ ５ は 、 第 １ 切 断 ホ イ ー ル ３ ６ ０ Aに よ り 形 成 さ れ た １ 次 切 断 予 定 線 ３ ９
０ Aの 一 部 分 ま た は 複 数 部 分 に 同 時 に 圧 力 を 印 加 し て 、 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 ３ ０ ０ A、 ３ ０ ０
B上 に １ 次 切 断 予 定 線 ３ ９ ０ A、 ３ ９ ０ Bに 沿 っ て ク ラ ッ ク が 伝 播 さ れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 一 方 、 前 記 ロ ー ル ３ ６ ５ は 、 第 １ 切 断 ホ イ ー ル ３ ６ ０ Aが 第 １ 母 基 板 ３ ０ ０ Aの 表 面 に １
次 切 断 予 定 線 ３ ９ ０ Aを 形 成 し た 後 に 元 位 置 に 移 動 す る と き 、 前 記 第 １ 切 断 ホ イ ー ル ３ ６
０ Aと 連 動 し て 、 １ 次 切 断 予 定 線 ３ ９ ０ Aに 沿 っ て 圧 力 を 印 加 し な が ら 移 動 す る こ と に よ り
、 よ り 效 果 的 に １ 次 切 断 予 定 線 ３ ９ ０ Aに 圧 力 を 印 加 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 前 記 ロ ー ル ３ ６ ５ は 、 第 ２ 母 基 板 ３ ０ ０ Bの 表 面 に 形 成 さ れ た １ 次 切 断 予 定 線 ３
９ ０ Bに 単 独 で 適 用 す る こ と も で き 、 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 ３ ０ ０ A、 ３ ０ ０ Bの 表 面 に 形 成 さ
れ た １ 次 切 断 予 定 線 ３ ９ ０ A、 ３ ９ ０ B両 方 と も に 適 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 前 述 し た よ う に 、 ロ ー ル ３ ６ ５ は 、 ア レ イ 基 板 が 形 成 さ れ た 第 １ 母 基 板 ３ ０ ０ Aと 接 触
す る 方 式 で 圧 力 を 印 加 す る こ と に よ っ て 、 ガ ラ ス 基 板 と の 滑 り が 少 な く 、 静 電 気 特 性 が 優
秀 で 、 パ ー テ ィ ク ル (粒 子 )の 発 生 量 が 少 な い ウ レ タ ン 材 を 適 用 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 次 い で 、 図 ３ dに 示 す よ う に 、 前 記 切 削 さ れ た 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 ３ ０ ０ A、 ３ ０ ０ Bを ９
０ ° 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 そ の 後 、 図 ３ eに 示 す よ う に 、 前 記 回 転 さ れ た 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 ３ ０ ０ A、 ３ ０ ０ Bを 所
定 間 隔 離 隔 し て い る 第 ３ 、 第 ４ テ ー ブ ル ３ １ ５ C、 ３ １ ５ D間 に 跨 る よ う に 予 め 設 定 さ れ た
距 離 だ け 移 動 さ せ 、 前 記 第 ３ 、 第 ４ テ ー ブ ル ３ １ ５ C、 ３ １ ５ D間 の 離 隔 し た 空 間 で 、 第 １
切 断 ホ イ ー ル ３ ６ ０ A及 び 第 ２ 切 断 ホ イ ー ル ３ ６ ０ Bに よ り 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 ３ ０ ０
A、 ３ ０ ０ Bの 表 面 に ２ 次 切 断 予 定 線 ３ ９ ５ A、 ３ ９ ５ Bを 順 次 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の と き 、 前 記 図 ３ bを 参 照 し て 説 明 し た よ う に 、 前 記 第 １ 切 断 ホ イ ー ル ３ ６ ０ A及 び 第
２ 切 断 ホ イ ー ル ３ ６ ０ Bは 、 ア レ イ 基 板 の 一 側 が カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 対 応 す る 一 側 に 比
べ て 突 出 さ れ た 領 域 で は 、 基 準 線 か ら 互 い に 対 応 す る 逆 方 向 に 所 定 距 離 離 隔 さ せ て 、 第 １
、 第 ２ 母 基 板 ３ ０ ０ A、 ３ ０ ０ Bの 表 面 に ２ 次 切 断 予 定 線 ３ ９ ５ A、 ３ ９ ５ Bを 形 成 し 、 一 方
、 ア レ イ 基 板 が カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 に 比 べ て 突 出 さ れ て い な い 領 域 で は 、 前 記 第 １ 切 断 ホ
イ ー ル ３ ６ ０ Aと 第 ２ 切 断 ホ イ ー ル ３ ６ ０ Bと を 互 い に 一 致 す る よ う に 整 列 さ せ て 、 第 １ 、
第 ２ 母 基 板 ３ ０ ０ A、 ３ ０ ０ Bの 表 面 に ２ 次 切 断 予 定 線 ３ ９ ５ A、 ３ ９ ５ Bを 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 次 い で 、 図 ３ fに 示 す よ う に 、 前 記 ２ 次 切 断 予 定 線 ３ ９ ５ A、 ３ ９ ５ Bの 一 部 分 に ロ ー ル
３ ６ ５ を 通 し て 圧 力 を 印 加 し て 、 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 ３ ０ ０ A、 ３ ０ ０ Bを 順 次 切 削 す る 。
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【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ の と き 、 前 記 図 ３ cを 参 照 し て 詳 細 に 説 明 し た よ う に 、 前 記 ロ ー ル ３ ６ ５ は 、 第 １ 切
断 ホ イ ー ル ３ ６ ０ Aに よ り 形 成 さ れ た ２ 次 切 断 予 定 線 ３ ９ ５ Aの 一 部 分 ま た は 複 数 部 分 に 同
時 に 圧 力 を 印 加 し て 、 第 １ 、 第 ２ 母 基 板 ３ ０ ０ A、 ３ ０ ０ B上 に ２ 次 切 断 予 定 線 ３ ９ ５ A、
３ ９ ５ Bに 沿 っ て ク ラ ッ ク が 伝 播 さ れ る よ う に し 、 前 記 第 ２ 切 断 ホ イ ー ル ３ ６ ０ Bが 第 １ 母
基 板 ３ ０ ０ Aの 表 面 に ２ 次 切 断 予 定 線 ３ ９ ５ Bを 形 成 し た 後 に 元 位 置 に 移 動 す る と き 、 前 記
第 １ 切 断 ホ イ ー ル ３ ６ ０ Aと 連 動 し て 、 前 記 ２ 次 切 断 予 定 線 ３ ９ ５ Bに 沿 っ て 圧 力 を 印 加 し
な が ら 移 動 す る こ と に よ り 、 よ り 效 果 的 に ２ 次 切 断 予 定 線 ３ ９ ５ Bに 圧 力 を 印 加 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 以 上 の 説 明 に は 種 々 の 事 項 が 具 体 的 に 記 載 さ れ て い る が 、 こ れ は 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る
も の で な く 、 好 ま し い 実 施 例 の 例 示 と し て 解 析 す べ き で あ る 。 従 っ て 、 本 発 明 は 、 説 明 さ
れ た 実 施 例 に よ っ て 定 め ら れ る も の で な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 及 び こ れ と 均 等 な も の に よ っ
て 定 め ら れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
【 図 １ 】 第 １ 母 基 板 と 第 ２ 母 基 板 と が シ ー ル パ タ ー ン に よ り 合 着 さ れ て 複 数 の 液 晶 表 示 パ
ネ ル を な す 構 造 を 概 略 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ａ 】 図 １ の A部 分 に お い て 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 に よ る シ ー ル
パ タ ー ン 部 の ス ク ラ イ ブ 工 程 を 概 略 的 に 示 す 例 示 図 で あ る 。
【 図 ２ ｂ 】 図 ２ aに 示 す 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 に よ り ス ク ラ イ ブ ラ イ ン
と 重 な る シ ー ル ラ イ ン が 除 去 さ れ た 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ａ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 工 程 を 示 す 例 示 図 で あ る 。
【 図 ３ ｂ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 工 程 を 示 す 例 示 図 で あ る 。
【 図 ３ ｃ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 工 程 を 示 す 例 示 図 で あ る 。
【 図 ３ ｄ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 工 程 を 示 す 例 示 図 で あ る 。
【 図 ３ ｅ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 工 程 を 示 す 例 示 図 で あ る 。
【 図 ３ ｆ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 工 程 を 示 す 例 示 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 技 術 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 構 造 を 概 略 的 に 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に お い て 、 複 数 の カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 が 形 成 さ れ た 第 １ 母 基 板 と 複 数 の ア レ
イ 基 板 が 形 成 さ れ た 第 ２ 母 基 板 と が 合 着 さ れ て 複 数 の 液 晶 表 示 パ ネ ル を な す 断 面 構 造 を 示
す 例 示 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 技 術 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 切 断 方 法 に よ る シ ー ル パ タ ー ン 部 の ス ク ラ イ ブ 工 程
を 概 略 的 に 示 す 例 示 図 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ ａ 】

【 図 ２ ｂ 】

【 図 ３ ａ 】

【 図 ３ ｂ 】

【 図 ３ ｃ 】

【 図 ３ ｄ 】

【 図 ３ ｅ 】
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【 図 ３ ｆ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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